
応募シート（別紙様式【公表面】） 

 

米沢市ＳＤＧｓ「わたしのなせばなる」を紹介します 

企業・団体名 （株）いちみ  就労継続支援 B型いちみ 

代表者氏名 金子 一美 

関係するＳＤＧｓの目標（ゴール）に○を書いてください。（複数選択可） 
①貧困 

 

 

 

②飢餓 
 

 

 

③保健 
 

 

 

④教育 
 

 

 

⑤ｼﾞｪﾝﾀﾞｰ 
 

 

 

⑥水･衛生 
 

 

 

⑦ｴﾈﾙｷﾞｰ 
 

 

 

⑧経済成長･ 
雇用 

 

○ 

⑨ｲﾝﾌﾗ・産業
化・ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ 

 

 

⑩不平等 
 

 

 

⑪持続可能な
都市 

 

 

⑫持続可能な
生産と消費 

 

○ 

⑬気候変動 
 

 

 

⑭海洋資源 
 

 

 

⑮陸上資源 
 

 

 

⑯平和 
 

 

 

⑰実施手段 
 

 

  

取組のタイトル 

廃材を使って着火材作り 

取組の説明 ※ＳＤＧｓの各ゴールの達成にどのように貢献するかなどを記載してください。 

※欄が不足する場合や写真・画像がある場合は任意様式（Ａ４タテ）で提出してください。 

 

就労継続支援 B型作業所の作業の中で、障がい者の方たちと一緒に着火材作りをしています。 

着火材作りをしてから今年で 10年目になりました。 

原材料のコスト軽減を目指し、廃材や廃棄となるパラフィンを一部使いながら着火材作りに 

取り組んでいます。 

 

・・・具体的な取り組み・・・ 

① 着火材の原料となるおがくずは、アルス(株)より廃材となるカンナくずを頂いて、 

使いやすい粗さに砕き使用しています。 

② パラフィンは、米沢雪灯篭まつりで廃棄となるロウソクを、ボランティア活動をして 

回収した分を頂き、溶かして使っています。 

その他廃棄になる、使っていないロウソクを頂いています。 

今後、冠婚葬祭などで必要としなくなったロウソクも使う予定です。 

 

廃棄を減らし、着火材（燃料）として再利用できるものを日々考え、持続可能な生産と消費を目指す

ことにより、ゴミの減少と捨てない活動を身近に感じることができます。 

原材料のコストを軽減することにより、現在一緒に働いている障害をお持ちの利用者様の工賃向上を

目指すことにも繋がっていきます。 

これからも、利用者様と一緒にＳＤＧｓを取り組みながら、ＳＤＧｓを身近に感じられる活動を 

していきたいです。 

 

 



 

材料のカンナくず 

  
雪灯篭まつりで回収したロウソク 

 

着火剤作りを担当するみなさん 

  
廃材を活用した木のパズルも制作中 

 

 


